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１. はじめに
倉橋惣三は東京女子高等師範学校で幼稚園の保母
養成に携わりつつ, 日本で最初の幼稚園と言われる
東京女子高等師範学校附属幼稚園の指導主事をしな
がら, 明治後期から昭和30年までの間に幼児のため
の保育理論や実践方法を提唱した人物である｡ 倉橋
は 『幼児の教育』 誌上で, 幼稚園保母に求められる
力や幼稚園の教育方法に関する執筆をしていたが,
そこにみられる倉橋の保育者論とは何であろうか｡
倉橋研究において幼稚園保母の特質やその役割に
ついて論じた研究は少ないが, その中でも米村佳樹
は倉橋が幼児保育者にどのような資質・能力を求め
ていたかを分析し, その特徴を幼児の同行者として
の保育者, 幼児の友達としての保育者, 幼児保育の
専門家としての保育者の３つの視点から倉橋の幼児
保育者像を挙げている１)｡ また, 鈴木貴史は倉橋の
保育者論について, 幼稚園の保育者は教育性だけで
はなく芸術性もそなえていることを要求したと述べ
ている２)｡ しかしこれらの研究では, 倉橋が幼稚園
保母に求めた資質・能力がなぜ必要とされるのかま
では論じられておらず, 保育者の資質・能力の断片
的列挙となっている｡ 本稿では, 倉橋が幼稚園教諭
に必要とした資質・能力の全体像を挙げながら, そ
れらが幼稚園教育の教育目標と教育方法の点からど
う関連しているのかを分析し, また小学校教諭にも
求められる資質も合わせて倉橋の保育者・教師論の
特徴を明らかにすることを本研究の目的とする｡
２. 幼稚園教育の特色と教育目標・方法
倉橋は東京女子高等師範学校附属幼稚園主事とし
て幼稚園教育に携わりながら, 『婦人と子ども』 『幼
児の教育』 に継続的に執筆していた｡ その中で, 幼
児の教育や幼稚園保母についてふれてあるものは,
大正15 (1926) 年の 『幼稚園雑草』, 昭和６ (1931)
年の ｢就学前の教育｣, 昭和８ (1933) 年の ｢幼稚
園真諦｣, 昭和12 (1937) 年の ｢保母諸君と語る｣
｢幼児期の教育総説｣, 昭和22 (1947) 年の ｢幼児
教育とユーモア｣ ｢詩心｣ などである｡ これらの執
筆から倉橋の保育者論を検討した｡
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１) 幼稚園教育の特色
幼稚園教育について, 倉橋は ｢同じ子供の教育を
する場所であっても, 小学校とは大層その趣を異に
しております｣ ｢幼稚園は幼稚園としていろいろに
研究せられた方法を用いて子供に歌もうたわせます,
絵も描かせます, 紙やまた粘土などをもちいていろ
いろの製作もさせます, しかしてこれらのことがそ
れぞれの年齢の子供にどういう関係をもって役に立
つものであるかということをよく考えて, いわゆる
自由遊びの中に適当に加えて行きます｣ ｢また子供
は年齢相応に実際の生活に興味を持っているもので
あります｡ いいかえれば自分でできる限りの用もし
たい, 仕事もしたいという欲求を持っております｡
すなわちこれを満足させるために草花の世話もしま
す｡ 鳥や家畜の飼育をも手伝わせます｣３)とする｡
つまり幼稚園教育は小学校教育とは異なり, 遊びと
生活を中心にした保育を行うことが望ましいとする｡
その理由は ｢幼稚園は幼い子供の庭と書いてある｡
(中略) 特に園という字を使っているところに幼稚
園の幼稚園たるところがあるのであります｡ 園すな
わち花園という所はいかなる所かと考えてみますと,
種子を蒔いてそれが漸次に成長して伸びてゆくとこ
ろであります｣４)と述べるように, ルソーの植物モ
デルに基づく子どもの発達観に基づくためであり,
幼児期特有の遊びと生活を通した教育方法が望まし
いからである｡ それゆえ, 就学前教育の主目的は
｢人間の基本教育｣ であり, 幼稚園教育を建設物の
土台となる人生教育の最初の第一段階とし, そこか
ら出発する内発的意義を暗示するものとして位置づ
ける｡ 幼児期の教育は, ｢真乎重要なるものは, 知
能の早き獲得にあらずして, 生命の発展勢力の増進
と統制とにある｡ 無限の元気であり, 多面の興味で
あり, 不断の試行力であり, しかして, 年齢に相応
せる適度の自己統制とである｡ 皆これ, 知能の成果
ではなくして, 生活活力そのものである｣５)とする｡
この倉橋の教育観は大正15 (1926) 年公布の幼稚
園令にも反映され, 法令に ｢身体の強靭｣ と ｢性情
の教育｣ の２つの幼児の教育目標が掲げられること
になった｡ 前者の身体の強靭は, 幼児の健康の補充
と増進を戸外保育の尊重により図り, 合わせて神経
系統の強靭も含めて身体の強靭を念とする｡ 後者の
｢性情の教育｣ は, 性格や人格などの人間成句の基
本要素となるものであり, 人間性, すなわち人間相
互間における最も純真なる反応性で, ｢人間に対し
て, すなおさとしたしみとを感ずる心｣ や ｢うるお
い, にじむところの真情に人間性そのもののすなお
さとしたしみ｣ を幼児期に正しく濃やかに育てる必
要があるとする｡ その上で, ｢就学前教育は人間と
して完成はもちろん, 何ら整斉をも期待すべきもの
ではなくして, 人間生活の一切の根であり, 基本で
あるところの, 自己発達力と人間性とを主目的とす
べきものである｣ とする｡
２) 幼稚園教育の教育方法
倉橋は幼児期の教育方法の特徴を, ｢幼稚園の保
育は, 教育のいろいろの種類の中でも, 特に対象本
位に, 実に対象本位に, 計画されていくべきもので
ある｣６)とし, 児童中心主義の教育方法に立脚する｡
その上で, ｢就学前の教育｣ の中では就学前教育法
の特性として, 生活本位, 遊戯の尊重, 社会的, 環
境的, 機会の補足, 欲求の充足, 生活による誘発,
心もちの８つを挙げている７)｡ ｢生活本位｣ とは,
幼児の生活活力の全体的発達を目的とするためには
生活そのものを本位とし, 生活としての実質を離れ
ず, 生活としての自然を失わせないこととし, 幼稚
園は幼児の自発性を促す生活があるとする｡ ｢遊戯
の尊重｣ は, 昔は遊戯と課業が比較され, 遊戯を軽
視された時代もあったが, 幼児は遊びから多くのこ
とを学ぶとして遊戯を就学前教育では重視すべきと
する｡ ｢社会的｣ とは, 孤立的という意味の反対の
語であり, 幼児同士の相互交渉の行なわれることを
意味する｡ 倉橋はこの方法論の中で, ｢就学前教育
法の一要諦は相互的方法にあるといってもよい｣
｢今日の幼稚園はこの点に最も深き注意を払い, 幼
児の年齢に適せる群によって, その生活を相互なら
しむることに努める｣ とし, 幼児の友達関係・対人
関係の育成を特に重要なことであるとする｡ その理
由を倉橋は ｢子供が幼稚園の年齢になればこの相互
いの友だちというものを欲しがってくる｡ 幼稚園は
まず子供のこの要求を満たしてやるところなのであ
る｡ また教育効果からいっても, 人間が年長者や自
分より有力な者から保護されまたこれに従っていく
というばかりでなく, 同等同力の者がお互いに交り
もし助け合いもし, 時には適当に相争うということ
も, 小さい時から経験させて置かねばならないこと
である｣８), ｢よき遊び仲間とは, これは幼児の心の
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成長のために, 欠くことのできない大切な要件であ
る｡ 幼児の心を強くするためにも, 優しくするため
にも, 賢くするためにも, 同年齢の友達との相互的
交渉が最も有効｣９)であるとし, 同年齢の友達や遊
び仲間との相互交渉を育てる場としての幼稚園の意
義を述べる｡
続いて ｢環境的｣ とは, ｢生活の自発性と具体性
とを尊重する限り, 注入的方法を避くべきはもちろ
ん, 幼児の理解, 自省を主とせる方法によることは
できない｡ 就学前の教育方法が環境の力にまち, 経
験と薫染とによって行なわるべきことは古くより認
められている｣ とし, 幼児の自発性を引き出すため
には環境を通した教育を行うとする｡ ｢幼児の環境
は, 幼児をして生活の自由感を生ぜしめ, 新鮮味を
感ぜしめ, おのずから自発の活動を誘発促進するも
のでなければならぬ｡ 広き園庭と, 明るき広間とは,
これがために最もよき条件を具有する｣ ｢また, 環
境は物の興味によって, その方面に幼児の生活を誘
発し, 物の配置によって, その形態に幼児の生活を
誘導する｡ (中略) しかして, その物の後には教育
者の意図があり, 意図を直接に行なわざる意味にお
いて, 間接教育ということもできる｣ とし, 幼児の
自発性を促し, 意欲を誘発する環境を重視する｡
｢機会の補足｣ とは, 幼児を生活の中で教育者の意
図を実行しようとすると, 機会を捕らえなければな
らないとし, 幼児教育は機会教育であるとする｡
｢欲求の充足｣ とは, 幼児は多くの欲求を持つが,
自分でしようとしても実現できないこともあり, そ
の時に保育者の助力によってある程度の満足を味わ
せると幼児は満足し, その喜びから次の力を自発で
きるので保育者の共鳴が必要であるとする｡ ｢生活
による誘発｣ は, 幼児の自発性を育てるためには環
境による誘導が必要であるが, 人をもって誘発する
際には教育者自身の生活による誘導となる｡ 保育者
が楽しく踊ることで幼児を踊らせ, 保育者が熱心に
製作することで幼児を製作させるように, ｢教育者
の生活がまず行なわれて, それが幼児に波動してい
く｣ ものであるとする｡ 最後の ｢心もち｣ は, ｢以
上の諸特性を要約すれば, つまり生活を生活で教育
すること｣ であるが, ｢生活的であることには, 自
発性と具体性をもたなければならぬが, その全体的
としては心もちが潤うており, 心もちがにじんでい
なければならぬ｣ とする｡ ｢幼児も, そうした心も
ちの生活をしている｡ これに対する教育も心もちの
あるものでなければならぬ｡ 方法というと, 往々に
して, 仕方, 法則, 方策といったふうのかた
・ ・
になり
やすいが, 就学前教育の場合, 心もちの伴わない
かた
・ ・
は, 決して生きたものにならない｣ ｢心もちは
味である｡ 就学前教育はその意味において味の教育
である｡ 心もちは感じである｡ その意味において感
じの教育である｣ とし, 保育者の子どもへの関わり
や保育の仕方が生きたもので保育者自身の味のある
ものであるとする｡ それゆえ, ｢もしこの心もちと
いうものが無くてよいならば, 就学前教育は教育者
その人をもってせられることが, その最も重要な意
義を失うのである｡ 教育は人であるということの最
も深い, 濃やかなる意味がここにある｣ とし, 幼児
の生活の中にある保育者自身の心のあり方や感じ方・
個性のようなものを心もちとして表現している｡
３. 保育者の資質－保育者の ｢人間性｣
倉橋は, 幼児教育の保育者は前述の幼児期特有の
教育目標と教育方法を理解し, 実践できる力が必要
であるとする｡ しかし, 保育者は幼児教育法を実践
する前に, 保育者の資質となる保育者の ｢人間性｣
が重要であるとする｡
１) 苦労を厭わず幼児の成長に歓喜できる人
倉橋は保母に適する資格として, 保母の苦労にた
え得る人, 保母の慰労に満足する人, 保母の歓喜を
第一の歓喜とする人, の三条件を ｢保母の第一資
格｣10)とし, これらに欠ける人は幼児教育者に適さ
ないとする｡ １つ目の ｢保母の苦労にたえ得る人｣
とは, 一見保育者は子どもと遊ぶだけの気楽千万な,
無責任で呑気な仕事と思われ, 学校教育のように読
本一枚教えたとか九九を一つ覚えさせたなどの目に
見える結果が現れにくく, 手答えも感じにくい特徴
がある｡ また立っている時間も多く, 幼児の細々し
た世話に手がかかり, 身体の疲労も大きいこと, 心
に悲しいことやつらいことがあっても三百六十五日
機嫌よく子どもと一緒に笑っていなければならない
が, その保母の苦労を厭わない人とする｡ ２つ目の
｢保母の慰労に満足する人｣ とは, 人知れぬ大苦労
のある保母の仕事も, ｢人間の中恐らく一番清浄無
垢な幼児の心から, 清浄無垢の愛をば受け取り得る
ことである｡ そういう幼児たちから信用と尊敬とを
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もって深く親しみ慕われることである｡ 実にこの人
知れぬ慰労に保母はその総ての苦労を忘れ得るので
ある｣ というように, 子どもたちから慕われ愛され
ることで慰労され, 評価され, 報われることを喜ぶ
人とする｡ ３つ目の ｢保母の歓喜を第一の歓喜とす
る人｣ とは, ｢保育上何か特別に困難なる幼児があっ
て, 特別の苦心, 特別の労力をつくした末, 多少な
りともその結果の得られた時, 初めその幼児のため
に注いだ悲しみの涙は, ここに非常の大歓喜と変じ
て, 保母の胸は喜悦の大波に波立ち轟く思いがする｣
｢幼児の心に一分の進歩, 一厘の発達がほの見えた
として, 保母はうれしい涙に泣く｣ というように,
子どもの成長発達に喜びを感じられる人が保育者に
求められる要件であるとする｡
２) 保育者の責務と責任感
倉橋は幼稚園の教育も相互作用であるとし, ｢こ
れらの総合作用の中にあって, もっとも基本的楔子
的要約的作用をなすもの用のすべては (中略) －あ
らためていうまでもなく, 保母その人である｡ 保母
その人, 実は実に保母その人に, 幼稚園教育の究極
の解決がある｡ この意味においては, 教育は総合作
用である前に, それよりもなお基本的意義において
人の作用である｣11)とする｡ また倉橋は幼稚園保母
に対し ｢貴重なる幼児は諸君に託せられている｡ そ
の幼児を身にもかえ難く愛重している親たちは, 諸
君に対する全幅の信頼をもってその子を携え来り託
したのである｡ 国家はその幼児の教育者として, 諸
君を承認し, また諸君に期待しているのである｣12),
｢幼稚園は, それが幼児に与え得べき教育のいっぱ
いを行なうものでなければならない｡ 幼児のために
必要にして可能なる計画のひとつをだも怠ってはな
らない｡ その教育は, どこまでも幼児のために積極
価値を有するものでなければならない｡ (中略) し
かして幼稚園の積極性は, 保母その人の責任感以外
からは出ない｣13)とし, 保育者は保護者から幼児を
託され, 全責任を負って幼児を教育する責務がある
人物とする｡
３) 保育者の人情・人に親しむ心
幼稚園保母について倉橋は, ｢(幼稚園の本来は)
子供を愛する自然の人情に基づくものだということ
が分かってくる｡ 幼稚園の先生はつまりこの人情に
満ち溢れている人であって, この人情に基づいた働
きを子供のために毎日している方々である｡ (中略)
また, この先生は溢ち溢れるがごとき愛心をもって
どうかして子供に満足を与えてやりたいと思われる
ばかりでなく, その特別なる研究や経験によって,
もっとも上手に子供を遊ばせていく術を知っている｡
ただしその術というのは軽業師や手品師の術という
ようなものではもちろんなくて, その先生の情愛か
ら出る自然のうるおい
・ ・ ・ ・
また暖かさが, ちょうど露や
日光が種子を喜ばせ伸ばしていくように, 子供を喜
ばせまたその活動を引き出してゆく｣14)とする｡ つ
まり倉橋は, 幼児の教育者は人情があり子どもに愛
情を注げる人であって, 子どもに何かを教えるだけ
ではなく, 自然に子どもと寄り添い, 保育者のうる
おいやあたたかさがありつつも, 子どもが満足する
ように遊ばせる経験知や研究心を持っている人とし
ている｡ また倉橋は, 子どもに心おきなく人に抱き
つくような ｢親しむ心｣ を持ってほしいとし, 親し
む心の発達を促す情性の教育が必要とする｡ ｢人に
親しむ心は, 人に親しむの経験によってのみ養われ
る｡ 人は親しむべきものだと教えても, 人は親しい
のだと説き聞かせても, 恐らくはほんとうの味はわ
からない｡ 味は味わってのみ分かる｡ (中略) これ
がこの点に関する唯一の教育法である｡ 一体教育者
が心得ていなければならぬ秘訣というものはいろい
ろとある｡ しかも, その中で一番肝心なのは, 子供
に自分を親しませる秘訣である｡ しかも, 秘訣とい
うには余りにその人に着いていることである｡ むし
ろ教育者の資質といった方が適当であろう｡ また,
方法といっても, 強いてする世辞や愛嬌で出来るこ
とではない｡ むしろその人自身が, まず親しむ心を
持っていて, それから出るあたたかさと, 柔らかさ
と, そうして何よりもその真実さが子供を引きつけ
るより他はない｣15)とし, 親しむ心は保育者自身が
その心や真実であろうとする気持ちを持つことから
引き出されるものであるとする｡
４) 子ども・個性を尊重する気持ち
倉橋は ｢幼稚園の教育においては幼児を尊重する
という｡ しかもこのことは, ただに幼児に自由を許
すというだけではできない｡ 保母その人が自由の人
でなければならない｡ (中略) 人に真に自由を与え
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得る人は, 彼自らが真の自由を持つ人でなければな
らない｣ とし, 保母が自由を知識や理論, 憧憬や愛
好で理解するのではなく, 保育者自身が自由の感覚
を持つことが必要であるとする｡ また ｢個性尊重は
尊重であって, 他人の個性を尊重し得るものは, 彼
自らが, 先ず, 自分の個性を尊重し得ているもので
なければならない｡ 少なくとも, 自己の個性の十分
なる自識を持つものでなければならない｡ (中略)
人の個性を尊重し教育するものは, 自ら我が個性を
尊重し教育するものでなくてはならない｣16)とする｡
ここにおいて倉橋は, 保育者が幼児を尊重すること
を ｢幼児を一個の人格として尊重すること｣ として
重視し, 人格としての尊厳は大人でも幼児でも変わ
りないが, 人格の内容的価値の小さい幼児にも ｢幼
児の自ら有しているその偉大なる発達の力｣17)があ
ることに大きな価値があるとする｡
５) 保育者の熱意
倉橋は保育者に求めるものを ｢大勢の中から選び
だされて, その園の職員になっている保母諸君に,
力量の差はそうあるはずもない｡ 老練の人は老練に,
若い人は若いなりに, それぞれの特徴において立派
な保育者である｡ ただ熱意の差がその人を差別す
る｣18)とし, 保育者は熱意のある人であるべきとす
る｡ また, 保育者はなまけものだったら全然話にな
らないとし, 十すべき所を十一, 十二できる人のこ
とで, そこに進展があるとし, 熱意がなければ保育
者自身も保母の仕事がつまらなく感じるのではない
かと倉橋は言う｡ ｢幼稚園に限らない｡ 社会が求め
ている人は熱意の人である｡ したがって, 世に自分
の存在を確立してゆくみちも, 賢さとか上手とかい
うことよりも, 熱意一つである｣ とし, 熱意ある人
は頼もしく, うれしく, ありがたく, 世はその人を
認め, 報いられるとしながら, 幼稚園保母に求めら
れる熱意をこのように述べる｡
６) 保育者の情緒的感覚や個性
倉橋は保育者が持つことが望まれる事項に ｢趣
き｣19)を挙げる｡ これは保育室がきちんと片づき,
暖かい日に欄満々と咲いている花などに目を向け,
季節を感じながら保育をすること, ｢無趣味に保育
せられる子どもは, みんな無趣味になってしまう｣
ため, 趣きのある保育者であるべきとする｡ また,
保育者にあるとよいのが ｢ユーモア｣20)で, これは
保育者の気分の軽やかさや心もちのゆとりから生じ
るもので, ふと出るユーモラスな口調や動作が子ど
もを喜ばせ, 保育者によしみや親しみを起こさせる
もので, 保育者は作らない小さな愛嬌を持つことが
求められるとする｡ 他には ｢詩心｣21)を挙げ, ｢詩心
とは, もののさながらに触れるすなおな心にほかな
らない｣ ｢教師は, 導き手, 教え手である前に, 子
どもに対する豊かな詩心の所有者でなければならぬ｣
とし, 保育者は花や蝶の美しさだけでなく, 子ども
の個体差を知り, 個の尊敬を思うとともに, 子ども
一人ひとりを一人ひとりとして感ずる心, 子のさな
がらを味わう詩心で感得することが大事であるとす
る｡ さらに ｢創意｣22)を挙げ, ｢創意とは, 生命のい
きいきしているあらわれ｣ とし, ｢幼児の創意を尊
重するためには, まず先生が創意の人でなければな
らぬ｣ とする｡ ｢気のいきいきしている先生は, 固
定定住にたえない｡ 部屋の装飾にしても, 調度の配
置にしても, 不断の工夫によって次々の変化が加え
られ, そこで行なわれる生活を清新ならしめずして
おかない｣ とし, ｢湧くがごとき創意によって, 日
に日に新たな教育を行ってゆく先生は, その教育そ
のものが新しいのみでなく, 自分と子供らとを, 常
に新しい生活者にせずにいない｡ 発達は変化であり,
変化は新生である｡ 真の発達現象である教育は, 新
生の連続に他ならぬ｣ とする｡
４. 保育者の資質－保育者の ｢専門性｣
倉橋は上記のように幼稚園保母に求められる保育
者としての ｢人間性｣ を磨くことを説いている｡ こ
の ｢人間性｣ の上に保育者の ｢専門性｣ の理解があ
るとし, ｢幼稚園の保母は保育の専門家である｡ ま
ず第一に子どもの個性をよく発見してくれる｡ 第二
にその個性に基づいて子どもを発達させてくれる｡
第三に生活を誘導する環境の与え方と手腕とをもっ
ている｣23)とするように, 母の心を持つ専門家とし
ての保育者の専門性を端的に説明するとともに, 保
育の専門性をさらに以下のように述べる｡
１) 幼稚園における ｢遊び｣ や ｢生活｣ の理解
倉橋は, 幼稚園教育は簡単なことだと言われてい
るが, ｢幼稚園と子供の自由な遊び場, 幼稚園教育
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者と心なき子守たち｡ これらの対立の間には, 実に
深い差別があり, 相違がある｡ それは, 幼稚園は,
ただ子供を遊ばせる所でなくして, 教育をする所で
ある｣24)と述べるように, 幼稚園はその環境や保育
者自身を通して幼児を教育する場であるとする｡ そ
の際, ｢幼稚園が, 幼児の生活の場として, その生
活の形態が, 幼児に適していなければなりますま
い｣25)とし, 幼稚園の生活を通して子どもが教育目
標を身につけるように促す場としながら, ｢幼児教
育の第一義は幼児生活の価値を知ること｣26)である
ように, 保育者が幼稚園における生活の意味とその
価値を知ることが重要であるとする｡ そして幼児が
幼稚園で自己充実していくためには, ｢その自己充
実力を充分発揮し得る設備と, それに必要な自己の
生活活動のできる場所｣ などの適当な設備27)と, 幼
児の生活を充実させるための保育者の指導, ｢(幼児
の) 充実を助けるために, 先生は少し出てきますけ
れども, 自分も子供になって, －子供の内に入って－,
子供のしている自己充実を内から指導していくだけ
ですから, その先生の所在は, 子供にも見物人にも
ちっとも目立たないでしょう｡ それでいいし, それ
でこそ本当なのです｣28)というように, 遊びや生活
の場面で保育者が子どもの中に入り, 保育者自身も
子どもと同等になってふるまいつつ指導・援助する
保育者の教育方法上の特徴を述べる｡ このように幼
稚園生活の中で保育者が充実指導と誘導, 教導する
ことで子どもの持てる力が伸び, 子どもの自己充実
につながるとする｡
２) 保育実践における専門的技能
倉橋は幼稚園保母に ｢子供の生活に対して心遣い
の細やかさ｣ や ｢子供の生活に対して常に気が利い
ている｣ ことを求め, ｢どこまでも子供の生活を主
にしているのですから, 先生の存在は, 子供の後に
いて極めて目立たないものでなければならない｣,
すなわち保育者は, 非常に大きな働きをもっていな
がらも子どもの生活を圧するようなどぎつい存在に
なってはならず, ｢子供に対してはどこまでも強く
響かぬ存在だが, しかも, 幼児たちのために, 指導
することにおいて, 誘導することにおいて, 教導す
ることにおいて, 実に周到な, 実にこまやかな活動
をしている人でなければなりません｣29)とする｡ ま
た, 保育案を立てながらも, 小学校の教科教育のよ
うに時間割で区切る学習の羅列や保育項目を課業の
ように時間で区切るような保育ではなく, 生活の中
に遊びや保育項目が幼児たちの自主性・自発性のも
とに組み込まれ, 幼児の欲求に合わせて保育者が誘
導するような保育者の指導を理想とする30)｡
このように幼稚園において自然な生活を送ること
ができるための幼児への指導上の技法を倉橋は以下
のように述べている31)｡ １つは, 幼稚園の朝は幼稚
園の一日をして真に幼児の生活ためしめるために,
幼児の自由な遊びから始め, 自由な感じを子どもに
持たせることが重要であることである｡ ２つは, 子
どもたちの仕事は義務感や苦行からいやいやするの
ではなく, 子ども自らが自由感と精進感をもってで
きるように展開することである｡ ３つは, 子どもの
｢個・分団・組｣ という活動形態には, 子ども個人
でする活動や, グループ, クラス全体でする活動が
あるが, 全体主義ではなく, 一人一人が寄り合って
いたら全体がこうなってきたというように, 個から
分団, 分団から組という順序で自然に活動形態が進
む配慮が必要であることである｡ ４つは, 幼稚園は
生活の場なので, 手が汚れたら洗うとか皆と一緒に
お弁当を食べるといった, 日々の実際生活を尊重す
ることである｡ ５つは, 幼稚園の一日は朝来てから
おかえりまでずっと流れ続けることが望ましいが,
その流れをおもむくままに放置するのではなく, 保
育者が時として流れの向きをわざとらしくなく変え
てみたり, 流れをよどませてみたり, 溢れさせてみ
たり, その時の条件に従って流れていく水にいろい
ろな変化させるような流れの作り方が上手であるこ
とである｡ ６つは, おかえりの時間は子どもたちに
とってもその日一日の生活に正しく結末をつけ, 組
が一つにまとめ整えられ, 先生や友だちと別れる作
法などを知る場として, また ｢今日はおもしろかっ
た｣ などと子どもが今日一日の幼稚園生活を振り返
り, 足どりも静かにやわらかい気持ちで帰ることの
できる時間にすることである｡ このように倉橋は,
幼児期の教育目標や教育方法にふさわしい上記の保
育実践上の知識・技能が保育者の専門性になるとす
る｡
３) 保育者の芸術性
倉橋は保育者が真に幼児教育者とならせる一つの
答えに, ｢あなたは幼児の心を知る人でなければな
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らぬ｡ また, あなたは幼児の生活を保護する人でな
ければならぬ｡ 更にまた, あなたは幼児の生活を導
く人でなければならぬ｣ とし, この３つを幼児保育
者として欠くことのできない研究・仕事・教育であ
るとする｡ その上でこの３つの要素を包括・積載・
統合する, もっと大きく, 広く, 深いものがあると
し, ｢わたしは, それを, 幼児保育の学問性, 社会
性, 教育性に対して, 幼児保育の芸術性という言葉
であらわそうとする｣32)と述べる｡ ｢幼児教育の重要
はいよいよ明確を加える｡ これによって, 幼児保育
は, 学問的に, 社会的に教育理念的にまた教育技術
的に発達する｡ (中略) がしかし, これだけで, 幼
児保育の芸術性が充実されているとは簡単に考えら
れない｡ もし危惧の目をもってすれば, 幼児保育の
学問性, 社会性, 教育性が強調され, 急に前へ押し
出されることによって, その芸術性が微弱化され,
時に後ろへ置き去りにされることはなかろうか｡ 根
がうっとり
・ ・ ・ ・
を特質とする芸術性である｣ ｢保護が幼
児の心を幸福にしているのは, いつでも, 単なる保
護のみでない芸術性によっていることなのである｡
それは愛ということであるといってもいい｡ 愛こと
最も高貴な (おそらく最も美な) 人間芸術なのであ
る｣ ｢幼児は被保護者としてでなくわがままもいえ
ば, いたずらもする｡ あまったれてくるに至っては
全く芸術的であり, それにつられて溶けてゆく瞬間
は全く芸術的である｡ 教育で教育を考えている人で
も, 遊びの中に誘い込まれてうっとり
・ ・ ・ ・
遊んでいる姿
には, 芸術的なという言葉以外の言葉では形容でき
ない姿が出る｡ それはしばしば若い先生の姿であり,
老熟 (老巧ではない) の先生の姿であり, それに見
とれているわれらの姿でもある｡ なんという嬉しい
姿であろう｡ 姿というよりも, 幼児の喜びと幸福と
であろう｡ －それに比して, 芸術性のない保育の,
なんと幼児につまらないこと, 不幸なことであろう｣
とする｡ ｢われら自らに, 芸術性の持ち主, 保育を
ただの仕事ではなく, その趣味に溶け込み, うっと
りと酔い得る性を持つ人でなくてはならぬ｡ 言いか
えれば, 保育を何のためにし, いかにせんと考える
・ ・ ・
ほかに, 保育を楽しみ, 保育に没入し得る人でなく
てはならぬ｡ そういう先生と幼児との間にのみ, 何
ともいえない保育芸術－保育学, 保育事業, 保育技
術以上のもの－が創作され来たるのである｡ その保
育そのものが芸術になるのである｣｡ 倉橋は幼児保
育の芸術性をはっきりと定義することは難しいと述
べるが, 倉橋の意味している芸術性とは, 保育者自
身が子どもに愛情をもって幼児に親しみながら遊び
をともに作り, 保育を楽しみ, 端からはわからない
ように保育者が子どもに手助けし, 保育者の個性を
出していくなどの心もちといった保育者の人間性と
専門的技能を合わせ持った保育実践を幼児保育の芸
術性と呼んでいると考えられる｡
５. 保育者の資質－職業人としての保育者
倉橋は, 保育者には上記の人間性と専門性が必要
であるとしたが, 職業人としての保育者はこれらに
加え, さらに以下の能力を必要とすると述べている｡
１) 健康の維持と保育者としてのたちふるまい
倉橋は ｢保母諸君と語る｣33)の中で, 保育者とし
て必要とされる要件を述べている｡ １つは ｢健康｣
であり, 保育者は身体の疲れや心疲れが多いので,
｢健康保全に対する平生不断の心がけ｣ が大事であ
り, 幼児たちのためにも常に保育者自身の健康を大
切にすることが必要であるとする｡ ２つは ｢言葉｣
であり, 言葉づかいだけではなく, 気のぬけたこと
ばではない, 誠実な言葉を伝えていくことが大事と
する｡ ３つは ｢広い関心｣ であり, 保育者も一層の
広い関心を持つことが必要であるとする｡ この言葉
や関心の広さは保育者の人間性とも重なる要素であ
るが, 教師として特に重要な事項として倉橋は捉え
ている｡ ４つは保育者の ｢服装｣34)に触れ, 幼稚園
は保母の働く場であるが, 働くのに便利な労働服で
はすまされず, ｢(保母の) 感情をもつ服装, 個性の
ある服装でなければならない｣ とする｡ また幼児が
保母の服装を見て ｢幼稚園をどこだと思ってるんだ
ろうねぇ｣ ｢あれがお前の先生かいってお母さんが
驚いていたよ｣ と言われるような服装ではなく, 幼
児や保護者の視点から保育者の服装を考える必要が
あるとする｡ このように保育者は職業人として, 保
育の仕事をする上での健康の維持と言葉や向上心,
身なりなどの保育者としてのたちふるまいを意識す
ることが必要であるとする｡
２) 保育文書の事務能力
倉橋は, 保育自体は事務ではないが, 幼稚園にも
事務作業があり, 保育者も保育に関する事務ができ
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ないと困るとする｡ 具体的には, 保育日案や保育日
誌が一通りの詳細さで書いてあるか, 幼児の出席簿
や学籍簿が正確に記入され, 整頓して保存されてい
るかも必要なことであるとする35)｡ それは県や市町
村の調査のためではなく, ｢幼稚園というレッキと
した教育機関として, 社会の公的施設として, 法規
によって開設されているものとして, その日その日
が済めば後に何も記録が残らないというのでは, 全
くもって覚束ない｣ と述べるように, 幼稚園という
教育機関を担う一職員として保育に関する事務の習
慣を身につけ, 保育者も保育事務を職務の一環とし
て認識することを求める｡
６. 幼稚園教諭に求められる資質・能力の特徴
以上のように倉橋は, 幼児期の教育は教育内容や
教育方法の面から小学校教育とは異なるとし, 幼稚
園における遊びや生活の中から幼児は人格的な人間
の基礎を学ぶとした｡ 特に ｢性情の教育｣ を教育目
標とし, 子ども自身の人間性の育成や子ども同士の
関わりを通した対人関係力の育成, 子ども自ら行動
する意欲や自発性の育成などの子どもの心を育てる
ことを重視した｡ これらの力の育成には, まず ｢保
育者｣ 自身のあり方が大切であるとし, 子どもに親
しむ心を持ってほしければ保育者自身が親しむ心を
持つこと, 保育者が子どもに自由を与えるのであれ
ば保育者自身に真の自由の感覚を必要とし, 子ども
に詩心や創意を育てたければ保育者自身が詩心や創
意の感覚を持たねばならないとする｡ このように幼
児教育は保育者自身がモデルとなり, 子どもたちに
その気持ちや感覚を伝えていく教育方法上の特徴が
あるため, 保育者には大きな責任があり, 保育者の
熱意や存在そのもの, 保育者の子どもへの関わり方
すべてが教育の質にはねかえるのである｡
また保育者が真の幼児期の教育方法を実践するた
めには, 倉橋のいう８つの教育方法, すなわち生活
を通して, 遊びの尊重, 友達関係の育成, 環境を通
して幼児が自ら学ぶ, 機会を捉えて幼児に個別に指
導する, 幼児の欲求を満たすような指導・援助のあ
り方, 保育者の行き届いた心もちといった配慮など,
幼児期にふさわしい教育方法の特徴を保育者自身が
理解し, その上で, 特に幼稚園の一日を ｢生活｣ ら
しくするための保育実践上の配慮点の理解や子ども
への指導・援助の適切なあり方などの保育の専門性
を正しく理解し, 実践することを求める｡ 特に後者
の保育者の指導・援助については, 子どもたちを自
然と遊びの中に誘い込ませるような環境を設定する
こと, 子どもを主役に子どもの自己充実を支えるた
めに, 子どもの内側に入っていきながらも保育者が
目立たないようにそっと指導すること, 保育者が楽
しく踊ることで子どもも踊りたくなり, 保育者が熱
心に製作することで幼児も製作を始めたりするなど
の保育者の行動を幼児に波動させていくこと, 保育
者自身が保育を楽しみ, 没入する中で, 子どもたち
と保育者との間で作られるうっとりするような保育
の世界を形成し, 無機質・機械的ではない保育者の
芸術性とも保育者の心もちともいえる子どもへの関
わり方ができる, 人間性と専門性を持ち合わせた保
育者になることを求めることが, 倉橋の保育者論の
真髄であるといえる｡
７. 小学校教育などに求められる教師の資質
倉橋は幼稚園保母に対する保育者論だけではなく,
小・中学校, 高校などの学校教育における教師が備
えておくべき資質についても挙げている｡
その１つは ｢児童との人間味のある交渉｣ である｡
｢教育の仕事に時を経ると共に何となく, 型にはいっ
た作用だけができるようになって, 人間味がかすれ
やすいものである｣36)こと, 教育に長く従事してい
ると, 訓練・教授・取り締まることはできても, 子
供とともに生活する, 子供に親しく交わり得ること
がなくなりがちで, 無味乾燥なものになり, 教育の
効果も失ってしまうとする｡ そのため, 態度の整っ
た先生, 教授法の巧妙, 熟練なる先生, 生徒の前に
ぴりっとした威厳を持つ先生になるだけではなく,
子供と ｢正しい教育的意味における親しみ｣ を持つ
ことが大事なことであるとする｡ ｢人間性を人間性
に導くものは人間性でなければならん｡ 真を教える
ものは真でなければならん｡ 自然の人間性の率直な
真のままを, 率直に真に, ぶつけてゆくことなしに
は, どんな工夫も, 方法も, 要するに小細工であ
る｣37)とし, 教師自身が子どもの前に扉を立て, 自
己防衛するのではなく, 教師自らが子どもと向き合
い, 真であろうとする気持ちが必要であるとする｡
２つは教師の教育方法であり, ｢昔の教育では, 師
匠は, それぞれの道について, 弟子より優れている
ところに, 一層強い熱意, 一層集中した興味をもっ
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て, その道に自ら従事している人でした｡ そこで,
不熱心な弟子も, 無興味の怠け者も, この師匠の生
活態度そのものから, 識らず識らず導かれ, 促され,
励まされていく｣38)とし, 教師自らが熱意や意欲を
持って取り組むことで, 不熱心や無興味の子どもに
もその態度が伝わり, 教師の行動でもって子どもを
導くことになるとする｡ ３つは, ｢受け手としての
教師｣ である｡ 教師は児童に教育をする ｢与え手｣
としての立場であるが, 児童は教師に自分を受け入
れてもらいに来るので, この児童の心を満たしてや
ることにより真に児童を発達させることができ,
｢まず受けることによってこそ, 相手を内から発展
させることができる｣39)とする｡ 教師は常に子ども
を批判的に見がちであるが, ｢まず一応は受けられ
るという信頼を児童の教師観の中に濃くする必要が
ある｣ とする｡ ４つは教師自らが学ぶことである｡
｢今日の先生は, 先生すなわち完成者でなければな
らぬというイリュージョンに煩わされて, 自分自身
の拙なる字をもって手本にするの勇気はなく, ただ
他人の書いた手本を借りてきてこれを生徒に与えて
いるに過ぎない場合が多い｣ のであり, ｢教場にお
ける教師が実際生徒のごとく自らも何かを研究し,
自習するところのものになる｣40)ことが教師の心が
けとして必要であるとする｡ ５つは, 低学年教育者
が学ぶべきことであるが, 教師の感性を高めること
である｡ 教師は, いい詩を読み, いい絵を見て, 詩
人や画家のもつ目と心に触れることで, 子どもと同
じ目で物を見, 物に驚くことができるため, いい詩
を読み, いい絵を見て, (芸術のではなく) 芸術に
よる勉強をすることが必要であるとする41)｡
８. おわりに
倉橋は幼児期の教育の特性について, ｢幼児教育
は, 実に, 幼児をして真に幼児たらしめることであ
るということである｡ 換言すれば, 幼児をして幼児
期の特色に一ぱいに生きさせることである｣42)とし,
焦って無理をしたり現在を見失ったり飛び越したり
した教育を行うことなく, 幼児期のその時期に忠実
に即した教育を行うとする｡ また幼児の身体の発達
や心の発達も, 現在の健全のみが次の健全を得るも
のであることを理解するといった, 幼児期特有の教
育方法を実践することを倉橋は保育者に求めるので
あり, それが保育者の保育に関する専門的知識・技
能になるとする｡
また倉橋は幼稚園保母に対し ｢諸君は機会を得る
毎に保育法の研究を怠らない｡ 研究につとむるは熱
心なるの結果である｡ また, 保育法研究のために,
進んで種々なる基礎知識の研鑽にまで及ぶ｡ ますま
すその熱心なるゆえんである｡ しかし, 諸君はかく
のごとく研究せられ, 熟達せられても, 方法のみを
もっては幼児を導くことはできない｣43)とし, 幼児
のための教育方法を研究することは大事であるが,
教育方法のみで教育を語ることを否とする｡ そこで
重要なのは, 保育者としての人間性と保育の専門性
を内包した保育者自身であるとする｡ 倉橋は ｢幼稚
園教育においては, 幼児に美の趣味を与うべしとか,
知性の正確さを与うべしかという｡ しかも保母その
人にして, 美の深き趣味なく, 知性の正確なくして,
何の所よりか, この教育が可能になろう｡ (中略)
幼稚園の教育効果の一切を挙げて－少なくともその
責任の一切を挙げて保母その人に帰せざるを得ざる
に至る｣44)とし, 保育者自らが子どもにとっての手
本となるよう, 保育者自身が様々な感性や知性, 心
を持ちながら子どもに関わるべきとする｡
同様に倉橋は, 小学校以上の学校教育においては
教授・訓練・威厳などの教師主導の教育方法のみに
焦点が当てられがちになるが, 子どもと親しみ, 子
ども一人一人を理解することや教師自らが手本とな
り子どもを自然と導いてくといった教育方法も大事
であるとした｡ ここに見られる教育の本質は, 教師
の熱意や美的感覚, ユーモアや教師自身の個性など
を含む人間性であり, 学校教育における教師も幼児
教育の保育者と同様, 様々な面から人間性や専門性
を磨く必要があるとした点は, 倉橋の教師論の特徴
であると思われる｡
さらに倉橋は, 保育者が人間性や専門性を高める
のみならず, 保母の服装や整えられた保育室などの
環境, 保育日案や保育日誌などの保育事務の遂行な
ど, 保育者に求められる職務内容を明確にしていっ
た｡ これは倉橋が幼稚園保母に職業人としての自覚
を持たせ, 他者・社会から見える幼稚園教諭のイメー
ジをきちんとしたものに確立しようとした表れであ
り, 保育者養成に携わっていた倉橋ならではの保育
者に対する愛情をも含んだ視点であるといえる｡ 倉
橋の保育者論は, 保育の仕事に意欲や熱意, やりが
いを持ち, 子ども一人ひとりのよさを見つけながら
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その成長を支えるとともに, 子どもたちと共に活き
活きと創意工夫のある生活や遊びをする保育者にな
ることを強く求めている｡ これは現在の幼稚園・保
育所・認定こども園において保育者に求められる資
質・職務・専門性として掲げられる内容と同一であ
り, 現在でも通用するところに倉橋の保育者論の奥
深さが感じられるのである｡
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